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単位：百万円 11/3期 1Q 12/3期 1Q 前年同期比 概  要 

売上高 323 307 △15 
アプリケーション事業は増収となったものの、ミドルウェア 

事業において国内外ライセンス収入が低下したことにより、 

前年同期比で減収。 

売上総利益 45 16 △28 
高利益率のミドルウェア事業：ライセンス収入が減少した 

ことにより、売上総利益が低下。 

販管費 190 187 △3 
研究開発費や賃借料の低減など業務の効率化やコスト 

削減に努め、前年同期比で減少。 

営業利益 △145 △170 △25 減収に伴う売上総利益の減少で、前年同期比で減少。 

経常利益 △151 △172 △21 営業利益の減少に加え、為替差損1百万円が発生。 

四半期純利益 △152 △173 △21 特別利益、特別損失ともになし。 

２０１2年３月期 第１四半期 連結損益計算書の状況 

期初の想定通り、スマートフォンの台頭により、ライセンス収入が減少したことで、前年同期比で減収減益。 
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単位：百万円 
 

 
11/3期1Q 12/3期1Q 前年同期比 

国内 ライセンス/サポート 136 96 △39 

海外 ライセンス/サポート 79 64 △15 

ミドルウェア受託 他 41 71 +30 

ミドルウェア事業 売上高 257 231 △25 

ミドルウェア事業 営業利益 34 11 △22 

国内ライセンス収入 ミドルウェア受託開発 他 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業  営 業 利 益 

売上高は「消去又は全社」調整後の数値 

ミドルウェア事業の状況 ： 売上構成とセグメント営業利益 （連結） 

スマートフォンの台頭により、フィーチャー
フォン（従来型の多機能携帯電話端末）の 
出荷台数が大きく減少し、ライセンス収入
は前年同期比で減少。 
家電等からのライセンス収入は、計画通り 
堅調に推移。 

引き続き外注費の見直し、販管費の削減等に努めたものの、高利益率のライセンス収入の減少により、前年同期比で減少。 

携帯電話関連の受託開発の増加により、 
前年同期比で増加。 

海外ライセンス収入 

MascotCapsuleの出荷台数の減少に加え、 
円高の影響で円換算時の売上高が減少し、 
前年同期比で減少。 

家電等からのﾗｲｾﾝｽ収入計上は本格化。ﾌｨ-ﾁｬｰﾌｫﾝからのﾗｲｾﾝｽ収入減により、全体では減収減益。 
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単位：百万円 

 
 

11/3期1Q 12/3期1Q 前年同期比 

受託開発/運用収入 34 20 △13 

ロイヤリティ収入 他 31 55 +23 

アプリケーション事業 売上高 66 76 +10 

アプリケーション事業 営業利益 △49 △54 △4 

受託開発/運用収入 ロイヤリティ収入 他 

アプリケーション事業の状況 ： 売上構成とセグメント営業利益 （連結） 

携帯電話向けゲームの受託開発の減少が主因。 

サービスプラットフォーム（SP）受託やサービス開発については、 

ほぼ計画通り。 

携帯電話向けゲームからのロイヤリティ収入は減少したものの、 

「i マチウケ3Dきゃらり★」などの「アバター関連」サービス収益が 

増加。 

また、デザイン収入も増加し、アプリケーション事業の増収に貢献。 

売上高は「消去又は全社」調整後の数値 

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業  営 業 利 益 

増収とはなったものの、受託開発において受注損失引当金（△17百万円）を繰り入れたことにより、営業利益は前年同期比で減益。 

ゲームコンテンツ向け売上高は減少したものの、サービスロイヤリティ収入の増加により前年同期比で増収。 
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ﾐﾄﾞﾙ事業：家電等からのﾗｲｾﾝｽ収入が本格化。ｱﾌﾟﾘ事業：開発売上は減少したが、ｱﾊﾞﾀｰ関連は増加。 

単位：百万円 

「消去又は全社」調整後の数値 11/3期1Q 12/3期1Q 

ライセンス/サポート 12 8 

ＵＩ受託開発 他 32 22 

ミドル事業 （家電関連） 44 30 

SP受託、アバター関連 等 26 51 

自社パブリッシング 他 11 12 

アプリ事業（ｻｰﾋﾞｽ関連） 37 64 

新 領 域 売 上 高   合 計 82 95 

☆ 新領域の売上構成比の推移 

新領域の状況：売上高と売上構成比の推移 

30.9% 

新領域 

携帯電話関連 

12/3期 1Q 

25.6% 

新領域 

携帯電話関連 

11/3期 1Q 

アプリ事業：前年同期比で増収 

ミドル事業：前年同期比で一時的に減収 

当期のアプリケーション事業は、前期比で 

大幅に増収となる見込み 

当社のライセンス製品が搭載された機種の販売や、 
ＵＩ受託開発の納品の端境期となり、一時的に減収 

スマートフォンの急速な伸びにより、 
フィーチャーフォンからの収益が減少 
する中、着実に事業の柱として成長 

サービスロイヤリティ、アバター関連の売上高が 

成長し、安定的に収益計上できる体制へ 

オリンパス社が7月22日より発売を開始する 

デジタル一眼カメラ 「OLYMPUS PEN E-P3」 

のスライドッショー開発に利用されるなど、 

今後も領域を拡大 
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単位：百万円 11/3末 11/6末 増 減 

負     債 347 330 △17 

流動負債 279 279 0 

買掛金 43 54 10 

短期借入金 
（1年内長期借入金含む） 

133 133 0 

その他 102 92 △11 

固定負債 67 50 △17 

純 資 産 2,187 2,019 △168 

株主資本 2,221 2,048 △173 

評価換算差額等 △34 △29 4 

負 債 純 資 産 合 計 2,534 2,349 △185 

単位：百万円 11/3末 11/6末 増 減 

流 動 資 産 1,885 1,706 △178 

現預金 1,417 1,406 △11 

売掛金 414 208 △206 

たな卸資産 14 56 41 

その他 37 35 △2 

固 定 資 産 649 642 △7 

有形固定資産 35 35 △0 

無形固定資産 209 202 △7 

投資その他の資産 404 404 △0 

資 産 合 計 2,534 2,349 △185 

連 結 貸 借 対 照 表 の 状 況  

固定資産の状況 純資産の状況 

流動資産の状況 負債の状況 

自 己 資 本 比 率：85.9% 

1株当たり純資産：65,185円74銭 

今後の事業展開を見据え、２億円の借入れを 

前期に実施 
前期末の売掛債権の回収により、売掛金が減少 

現在の低金利状況を利用して借入れを実施し、今後の戦略を加速するために、一定の手元資金残高を維持。 

大きな変動はなし 
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2012年3月期 
 

業績予想 
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今後の当社の取り組むべき課題と方向性  
スマートフォンの急速な台頭など従来以上の変化が予想される中、新たな取り組みを開始いたします。  

Ｗ ｅ ｂ Ｇ Ｌ （ Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 5 ） 

へ の 対 応 

サ ー ビ ス 領 域 へ の 

技 術 提 供  

A n d r o i d 向 け 

製品・ソリューション開発 

Android開発環境下で、開発者が 

アプリケーション開発やＵＩ開発を 

容易にかつ、低コストで行うための 

製品・ソリューション開発を行います。 

ブラウザがHTML5へと移行していく中 

国際標準となるWebGLに当社の 

3Dグラフィックス製品を対応させ、 

コンテンツ事業者とサービス事業者 

に提供してまいります。 

スマートフォン上のサービスプラット 

フォームに対する技術開発・提供を 

行ってまいります。 

ま た 、 併 せ て コ ン テ ン ツ 提 供 も 

行ってまいります。  

今 後 の 当 社 の 取 り 組 む べ き 課 題 

加えて、開発者・サービス事業者等のニーズを、当社収益へと結びつけるために、営業活動の強化を行います  

非携帯分野のデバイスへのライセンス提供拡大と、サービス領域への技術提供による収益の拡大  

2012年3月期以降、上記の戦略実施のための経営資源の投入と先行投資を開始  

前期までの成果を、製品面・営業面で更に強化・スピードアップするため以下の戦略を開始  
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２０１２/３期 連結業績予想 

単位：百万円 
11/3期 連結 

実 績 

12/3期 連結 

計 画 11/3期比 

連結売上高 2,210 2,060 △150 

連結営業利益 115 △200 △315 

連結経常利益 102 △200 △302 

連結当期純利益 76 △205 △281 

今後の方向性と、次の成長に向けた先行投資を当期から実施すること等により、赤字予想を見込む。 

● 本年度は赤字予想となるが、次年度以降の成長のために当期からの着手が不可欠と判断。 

  ※ 期初の業績予想から修正はございません。 

    ※ 第2四半期累計期間の業績予想については、予想が困難なため、開示をいたしておりません。 

    顧客から送付されるライセンス収入の出荷台数報告書の到着が、特に海外顧客について、到着時期が顧客都合 

     により変動し、売上計上時期が当社予想と大きく乖離する可能性があるため。 
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２０１2年３月期 業績予想のポイント 

スマートフォンの急拡大により、国内外とも従来型の携帯電話向けビジネスの減収が大きく影響。 

○ 連結営業利益・経常利益予想 

○ 連結当期純利益予想 

○ 連結売上高予想 

ライセンス収入減による売上総利益の低下、将来に向けた先行投資の実施 

● ライセンス収入の減少により、売上総利益の低下を見込む。 

● 将来に向けた必要不可欠な先行投資として、研究開発費や営業強化の費用が増加。 

● その他費用については、引き続きコスト削減に努めるものの、当期については営業・経常利益は赤字を予想。 

大きな特別損失等の見込みはなし 

● 大きな特別損失等は見込んでいないものの、営業・経常利益の低下により、当期純利益は赤字を予想。 

新領域からの売り上げ増は見込むものの、フィーチャーフォン向けのライセンス収入減が大きく影響 

● スマートフォンの急速な拡大により、フィーチャーフォン（従来型の高機能携帯端末）からのライセンス収入減を見込む。 

● アプリケーション事業については、サービスロイヤリティ収入など、サービス側からの売上拡大を見込む。 

● 中期戦略として取り組んできた新領域からの売上高は、ミドルウェア・アプリケーション両事業とも増加を見込むが、 

  ライセンス収入の減少をカバーするには至らず、前期比減収を予想。  
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単位：百万円 

11/3期 連結 12/3期 連結 

実 績 計 画 11/3期比 

ミドルウェア事業 1,429 1,143 △286 

アプリケーション事業  781 917 +136 

消去又は全社 △42 - - 

売上高 2,210 2,060 △150 

ミドルウェア事業 945 928 △17 

アプリケーション事業  707 786 +79 

消去又は全社 441 546 +105 

営業費用 （売上原価 ＋ 販管費） 2,095 2,260 ＋165 

ミドルウェア事業 523 215 △308 

アプリケーション事業  75 131 +56 

消去又は全社 △484 △546 △62 

営 業 利 益 115 △200 △315 

事業セグメント別の計画 ： 売上高・営業費用（売上原価＋販管費）・営業利益 

売上高予想 

営業利益予想 

営業費用予想 

ミドル事業 ：減益となるものの、営業黒字は 
        維持 

アプリ事業：売上の増加とともに営業利益 
        の増加を見込む 

ミドル事業 ：新領域のライセンス収入が増加 
         するものの、スマートフォンの影響   
        による従来型ライセンス収入の 
        落込みが大きく減収。 

アプリ事業：サービスロイヤリティの増加、受託 

        開発の増加により、引き続き増収 
        を見込む。 

ミドル事業 ：今後の方向性に基づく新規開発 
        や営業強化に向けた人件費増等 
                    により営業費用が増加。 
アプリ事業：売上増に伴う原価増が主因 
消去・全社：研究開発費や人件費の増加 



©2011 HI CORPORATION. All Rights Reserved 13 

多様な収益の柱を確立し、継続的成長が可能な事業構造へ 
新領域での構成比が年々拡大。当期もアプリ事業が成長し、複数の収益の柱を持つ安定した成長企業へ。 

ア プ リ 
既 存 

ミ ド ル 
既 存 

ミ ド ル 
既 存 

新領域の売上構成比 

41% 
新領域の売上構成比 

33% 

2011年3月期 2010年3月期 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

： 65% 

： 35% 

： 67% 

： 33% 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

新領域の売上構成比 

55% 

2012年3月期（予） 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

： 55% 

： 45% 

ミドルウェア事業とアプリケーション事業 
の売上構成比 

ミ ド ル ウ ェ ア 事 業 

アプリケーション事業 

ア プ リ 
既 存 ア プ リ 

既 存 
ミ ド ル 
既 存 

アプリ 
新領域 

ミドル 
新領域 
22% 33% 

アプリ 
新領域 

ミドル 
新領域 
12% 21% 

アプリ 
新領域 

17% 24% 

ミドル 
新領域 
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ミドルウェア 
事業 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
事業 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 
関連技術 

ＳＰ 
デザイン 

サービス側 
への発展 

ＷｅｂＧＬ 
対応製品 

Android向け 
ｿﾘｭｰｼｮﾝ 

ﾌｨｰﾁｬｰﾌｫﾝ 

スマートフォン 
デジタル家電 次世代 

ｿｰｼｬﾙｱﾌﾟﾘ 
次世代 
アバター 

ｻｰﾋﾞｽ領域 
技術 

営業力の強化 

ライセンス提供  
ＵＩ受託開発 ﾚﾍﾞﾆｭｰｼｪｱ  

受託開発/運用  

etc. etc. 

多様なデバイス 多様な収益形態 

エイチアイの事業ポートフォリオ 

UI開発力 
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本資料は、当社の事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の

投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は決算データ・会社データについては2011年6月30日

現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見/予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、

その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また、今後、予告なしに変更されることがあります。 

【IR窓口】 管理部 

 Tel：03-3710-2985 

 Email：ir@hicorp.co.jp 
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